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ても､ ｢米搗きの音｣ ｢洞光寺の鐘の音｣ ｢地蔵堂の
勤行｣ ｢物売りの声｣ ｢大橋の下駄の音｣ などを描出














以来､ ｢子ども塾｣ では､ ｢町の音｣ ｢蝉の声｣ ｢海
辺の生活｣ ｢民話｣ ｢怪談｣ ｢虫の音｣ ｢人力車｣ ｢怪
談屋敷｣ ｢まち歩き｣ ｢生物多様性｣ ｢松江八景｣ な











る｡ そこには島根県内の小学校の教員､ 保護者､ 環
境問題の専門家､ スポーツや身体のインストラクタ ､ー
オルガニスト､ 島根県立大学短期大学部の教員や学
生などが加わり､ 筆者は塾長 (委員長) をつとめて





博多八景､ 近江八景､ 横浜の金沢八景など､ 五感で
美しいと感じる８つの風景で地域をたたえる伝統文
化が定着している５)｡ その中には､ 晩鐘 (夕暮れの












写真１ 2015年度の ｢子ども塾｣ 最終日のまとめ作業
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収斂できる｡ 現に､ ｢子ども塾｣ への参加がひとつ
のきっかけとなって本学の総合文化学科に入学した
学生もいる｡ その一人であるKさんは ｢子ども塾｣





る７)｡ その点では､ ｢子ども塾｣ の実践は､ 広い意
味の ｢地域教育｣ であり､ 教育を通じた ｢地域おこ
し｣ であるといえるだろう｡
井口貢は地域の観光を考える上で必要な哲学は

























































年度 実施回数 年度別参加者数 １ツアーの平均参加者数
県外者(外国人を
含む)の占める率
2008 19回 475人 25.0人 33%
2009 39回 627人 16.1人 46%
2010 41回 727人 17.7人 40%
2011 41回 584人 14.2人 74%
2012 33回 424人 12.8人 64%
2013 39回 646人 16.6人 82%
2014 29回 519人 17.9人 74%
2015* 19回 295人 15.5人 64%












入れ､ バスや船を使用し､ 宿泊も伴い､ テーマにふ
さわしいエキスパートを講師に招いた大がかりな文
化探訪ツアーとして年に数回実施している｡ すでに､
｢黒い烏の章｣ ｢石田三成の章｣ ｢青い龍の章｣ ｢ 『古
事記』 の章｣ ｢ゆーれーの章｣ ｢白い狐の章｣ ｢ゆー
れーの第二章｣ ｢天狗現るの章｣ ｢ 『オコナイ』 の章｣






























２)｡ これは､ 町内に伝わる ｢子育て幽霊｣ ｢馬子と




































































て､ レフカダ文化センター (旧市役所の建物) の２
室を提供し､ ｢ラフカディオ・ハーン史料室｣





















































































































































































の旅｣ ｢ギリシャの庭｣ ｢日本への到着｣ ｢せせらぎ

































































小泉 凡：小泉八雲 (ラフカディオ・ハーン) の文化資源的活用に関する考察
本稿で紹介した４つの事例は､ こういった永年の
八雲顕彰の動きとは無関係に成立したわけではない





















１) 井口貢 ｢文化政策としての観光｣ (井口貢編
『観光学事始め― ｢脱観光的｣ 観光のススメ―』 所










さらに ｢耳なし芳一｣ を例に挙げつつ､ 八雲は ｢口
承文芸の本質的特徴を､ 推理力によってではなく､
身体感覚を通してつかみとった｣ ことを指摘してい
る (『ラフカディオ・ハーンの耳』 岩波書店､ 1993
年､ 191-192頁) ｡











(井口貢編 『観光学事始め― ｢脱観光的｣ 観光のス
スメ―』 所収) 法律文化社､ 2015年､ 187頁｡





学』 第11号､ 2013年､ 136頁｡







より八雲作品“The Fountain of Youth” (若返
りの泉) のアニメ制作と放映､ 2014年にはテティ・
ソルー氏によりA Japanese Miscellany (『日本雑










































小泉 凡・真野啓子 ｢『地域と子ども』 に関する実
践的研究｣ 『しまね地域共生センター紀要』 創
刊準備号､ 2014年４月｡




小泉 凡 ｢文化資源としてのひと｣ (井口貢編 『観
光学事始め― ｢脱観光的｣ 観光のススメ―』 所
収) 法律文化社､ 2015年｡
小泉 凡 ｢アイルランドだより―文化資源としての
『小泉八雲庭園』 の誕生―｣ 『のんびり雲』 第９
号､ 島根県立大学短期大学部松江キャンパス総
合文化学科､ 2015年｡
(受稿 平成27年11月９日, 受理 平成27年12月24日)
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